
 

3年ぶりの修学旅行・職場体験を終えて 
 

金木犀の香りが漂い、落ち葉が少しずつ目立ち始めてきました。秋の気配を感じます。 

本校では、9 月に中学 3 年生の修学旅行、中学 2 年生の職場体験が実施されました。2 年間

実施できず、今年度もどうなるか不安な日々でしたが、3 年ぶりに実施でき、宿泊行事や職場体験

の意義を改めて実感することができました。 

 

〇修学旅行を終えて 

●9 月２１日～２３日の 2 泊 3 日で修学旅行を実施しました。1 日目が広島、2，3 日目が京都と

いう行程でした。事前に立川市原爆被害者の会の佐藤信子さんをお招きし、平和学習を行いまし

た。原爆投下の翌日、おばあさまを探しに歩いた広島の光景が目

の前に浮かんでくるようなお話の内容でした。生徒一人ひとり真剣

な眼差しで、話を聞いていました。実際に原爆ドームや平和記念資

料館を見学し、原爆の怖さや平和に関する思

いを強くしたのではないかと思います。また、夕

食は広島名物のお好み焼きを食べました。2

日目の午前中は広島から京都へ移動し、午後から京都市内を班行動で回り

ました。3 日目は、タクシーで名所を回りました。日本の伝統文化や先人たち

が築いてきた日本の歴史を直接目の当たりにして、多くのことを考え、学んだ

ことと思います。まさしく、修学旅行のスローガンである「学びて時に之を楽し

む秀楽旅考」でした。その他にも新幹線や宿舎の部屋で過ごす中で、あらた

めて友達の良さも発見できたと思います。本物に触れることは、大きな感動を

もたらします。感じたこと、学んだことをより深めて学習に取り組んでいくことを

期待しています。 

 

〇職場体験を終えて 

●9月 20日から 22日の 3日間、職場体験を実施しました。地域

の４３の事業所にご協力をいただきました。職場体験は、働く上で

大切なことや自分の適性を知るきっかけになります。今回は新型コ

ロナウイルス感染症の影響で、多くの事業所が保育園や幼稚園で

した。保育園の中には、赤ちゃんや幼児の時にお世話になった保育

士さんもいました。二小の吉岡校長先生からは「見た目だけでなく、

考え方も大人に一歩、二歩も近づいており、話をしていて楽しかった」、用務主事さんから「よく気

が付く」というお褒めの言葉をいただきました。二中生の成長を地域の多くの人が見守ってくれて

います。with コロナの中でも体験活動を重視し、地域とのつながりに感謝し、社会に貢献できる生

徒に成長していけるように、これからも取り組んでまいります。 
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